
独自の観測技術によって得た
ビッグデータで河川を制御する

建設物価調査会の総合研究所では、次世代を担う若
者の育成・支援や様 な々研究を通して建設事業の健
全な発展と活性化に寄与する研究支援プロジェクトを
行っています。その一環として、広く建設に関係する大
学の研究室を紹介します。
＊�本取材は2021年11月下旬に行いました。写真撮影のため、マ
スクを外している場合があります。

未 来を
創　る
研究室
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ニュートン力学から量子力学へと 
土木科学をけん引するイノベーター

　安田浩保准教授は、にこやかで柔らかな物
腰ながらも、強い信念が感じられる人である。
大学卒業後、建設コンサル会社に就職した安
田先生は、一級河川の氾濫による大規模な水
災害を目の当たりにし、水災害の軽減に強い
関心を持つようになった。しかし、当時の技
術では高次元での水理モニタリングが難しい
ことを知り、それを把握する手法を自らの手
で開発したいと、改めて大学院へと進学し、
研究者を目指すことにしたという。
　安田先生が目指しているのは、旧態依然と
した土木工学からの脱却である。経験工学に
よって確立した「常識」が広く浸透した土木
の世界では、革新的な新技術が生まれにくい
環境にあると言える。既存の経験的手法から、
実測ビッグデータに基づいた科学的手法へと
転換することで、自然現象の持つ不確実性を
解明することができ、その結果として自然災
害の脅威の軽減や、生産性の飛躍的な向上が
期待できると考えている。
　最近では、量子物理学と画像解析処理とい
う異分野の研究室の三者で共同研究を進めて
いる。お互いの情報を共有するためには、相
手の話が理解できる最低限の知識が必要にな
る。自分の分野では「常識」だとしても、相
手の分野では「非常識」である場合も多い。
　「自分が常識と思っている事象は、誰かに
刷り込まれたことなのではないかと常に考え
るようにしています。常識と思った瞬間に、
そこで思考停止に陥ってしまうからです」
　そう語る安田先生は、積極的に異分野の知
識や先進的な技術の情報を収集している。新
たな視座が得られ、より客観的な判断ができ
るようになるだけでなく、画期的なヒラメキ
が研究に思わぬ進展をもたらすこともある。
　「誰かがやった研究テーマを後追いで研究
したって、面白くないじゃないですか」
　強い風が吹いても折れない柳の枝の様に、
しなやかで強い信念を持った安田先生は、今
日も柳都新潟で静かに河川を見守っている。

１｜�安田先生の趣味であるカメラやジャズのCD、歴代Apple社製品と敬愛す
るステーブ・ジョブスの写真も

２｜�ミッドセンチュリーテイストのインテリアで統一されたオシャレな研究
室

３｜�安田研究室自慢の長さ12ｍの継ぎ目がない特注の実験用水路
４｜照明を落とし、リラックスしてコーヒーを楽しむカフェタイム

１

２

３

４

専門分野｜水理学、河川工学
研究テーマ｜洪水時に河川は大規模の変形し、これが要因となり
堤防の決壊や道路の流出が発生する。しかし、その変形の機構は
不明である。これに対し、素粒子物理学と信号処理理論の研究者
と異分野融合研究の体制を構築し、実河川の観測ビッグデータの
測定法の開発し、その変形機構の解明や河道の能
動的な制御法の開発に挑んでいる。さらに、宇宙
線ミュオンを用いた堤防を透視する技術を開発し
ている。
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模型実験および実河川の
観測ビッグデータの測定法の開発
平常時と洪水時の各々における河道の制御をより確実にするため、
独自に河川の観測ビッグデータの測定手法を開発し、従来の測定法
と比べて10⁶倍の観測ビッグデータの取得を可能とします。この観
測ビッグデータとそのデータ駆動解析により、①洪水時の被害を軽
減するための平常時の予知保全、②洪水時の危機管理や危険状態を
市民との共有を目的とした実河川のデジタルツインを構築します。

２

左：拡縮工法の導入前（2016年6月）
右：拡縮工法の導入後（2016年7月）

最近の研究テーマ

好 奇 心 と 向 上 心 、
そして 常 識 を 疑う心 を 持 つこと
土木工学において、ニュートン力学だけを学べばよ
い時代は終わりました。幅広い分野の最新技術や知
識を積極的に習得する好奇心、常に目的意識を持
ち、それを達成する方法を考えられる向上心、常識
を疑うことができる高度なリテラシーを持ってくだ
さい。

指 導 方 針

学 生 イ ン タ ビ ュ ー ＊「学年」は取材時のものです。

佐
々
木
靖
幸
（
さ
さ
き 

の
ぶ
ゆ
き
）

修
士
２
年
　
群
馬
県
出
身

趣
味
：
最
近
、
鉄
フ
ラ
イ
パ
ン
を
購
入

目
玉
焼
き
の
美
味
し
さ
に
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た

黛
由
季
（
ま
ゆ
ず
み 

ゆ
き
）

修
士
２
年
　
群
馬
県
出
身

趣
味
：
お
う
ち
時
間
を
楽
し
む
た
め
に

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
を
始
め
ま
し
た

茂
木
大
知
（
も
て
き 

だ
い
ち
）

博
士
後
期
１
年
　
群
馬
県
出
身

趣
味
：
調
理
器
具
や
コ
ー
ヒ
ー
、
ク
ル
マ
、

エ
レ
キ
ギ
タ
ー
な
ど
幅
広
く
嗜
ん
で
い
ま
す

村
井
剛
徳
（
む
ら
い 

た
け
の
り
）

修
士
２
年
　
愛
知
県
出
身

趣
味
：
古
い
バ
イ
ク
を
安
く
入
手
し
、

自
分
で
レ
ス
ト
ア
し
て
ツ
ー
リ
ン
グ
し
て
ま
す

「
人
命
を
守
る
英
雄
」
に
な
り
た
い
願
望
が 

深
層
心
理
に
あ
る
の
か
も

　
特
筆
す
べ
き
動
機
も
な
く
地
元
の
高
専
の
土
木
科

に
進
学
し
、
そ
こ
か
ら
新
潟
大
学
に
編
入
し
ま
し
た
。

運
良
く
安
田
研
究
室
に
入
れ
た
こ
と
で
、
無
為
に
過

ご
し
て
い
た
退
屈
な
日
々
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

研
究
に
関
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
安
田
先
生
か
ら

「
人
生
を
充
実
さ
せ
る
方
法
」
を
教
わ
っ
て
か
ら
は
、

毎
日
が
楽
し
い
で
す
。
ま
さ
に
「
心
の
師
匠
」
で
す
。

　
４
月
か
ら
、
河
川
系
の
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で

働
き
ま
す
。
流
域
の
安
全
を
守
る
河
川
事
業
は
、
成

果
が
人
命
に
直
結
す
る
た
め
、
誇
り
を
も
っ
て
臨
み

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
何
事
に
対
し
て

も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
、
ど
う
す
れ
ば
問
題
を
解
決
で
き

る
の
か
を
考
え
ら
れ
る
技
術
者
に
な
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
将
来
の
夢
は
、
い
つ
か
や
っ
て
く
る
パ
ラ
ダ
イ
ム

シ
フ
ト
や
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
（
技
術
的
特
異
点
）

を
能
動
的
に
体
感
す
る
こ
と
で
す
。

医
者
よ
り
も
多
く
の
人
命
を
救
え
る 

そ
れ
が
防
災
・
減
災
に
係
る
仕
事
だ
と
思
う

　
子
供
の
頃
の
将
来
の
夢
は
医
者
で
し
た
。
漠
然
と

「
人
の
命
を
救
う
仕
事
が
し
た
い
」
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
高
校
で
様
々
な
社
会
の
仕
組
み
を

学
ぶ
よ
う
に
な
り
、
防
災
・
減
災
の
仕
事
も
多
く
の

人
命
を
救
え
る
と
知
っ
て
か
ら
は
、
興
味
の
対
象
が

土
木
工
学
に
移
っ
て
い
き
ま
し
た
。
土
木
の
魅
力
は
、

幅
広
い
知
識
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
仕
事
の
成
果
が
不
特
定
多
数
の
人
々
の
た
め
に

あ
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
４
月
か
ら
は
国
土
交
通
省
に
入
省
し
ま
す
。
自
然

災
害
で
失
わ
れ
る
命
を
ゼ
ロ
に
し
た
い
と
い
う
強
い

思
い
が
あ
る
の
で
、
国
民
の
安
全
の
た
め
に
自
分
は

何
を
す
べ
き
か
を
考
え
、
そ
れ
を
実
践
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
研
究
室
で
身
に
付
け
た
知
識

を
も
っ
て
、
防
災
・
減
災
分
野
で
少
し
で
も
貢
献
で

き
る
よ
う
、
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ひ
と
つ
の
分
野
で
世
界
の
ト
ッ
プ
を 

走
っ
て
い
る
よ
う
な
存
在
に
な
り
た
い
で
す

　
父
も
新
潟
大
学
の
農
業
土
木
卒
で
、
子
供
の
頃
か

ら
ダ
ム
や
橋
梁
な
ど
の
土
木
構
造
物
を
見
に
連
れ
て

行
か
れ
て
い
た
の
で
、
自
然
と
土
木
に
興
味
を
持
つ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
安
田
研
究
室
は
圧
倒
的
に
研
究
環
境
が
優
れ
て
い

ま
す
。
物
理
的
な
ス
ペ
ー
ス
だ
け
で
な
く
、
与
え
ら

れ
る
Ｐ
Ｃ
や
実
験
機
材
の
仕
様
も
高
く
、
特
に
12
ｍ

の
実
験
用
水
路
と
そ
の
上
の
測
定
装
置
の
存
在
は
、

研
究
室
選
び
の
決
め
手
の
ひ
と
つ
に
な
り
ま
し
た
。

お
そ
ら
く
世
界
初
と
思
わ
れ
る
非
接
触
で
の
流
速
・

流
量
測
定
が
可
能
で
、
こ
の
測
定
方
法
が
こ
れ
か
ら

の
世
界
標
準
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
し
ば
ら
く
は
研
究
室
に
残
っ
て
研
究
を
続
け

る
つ
も
り
で
す
が
、
将
来
的
に
は
、
防
災
分
野
の
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
を
起
こ
す
な
ど
、
研
究
室
で
得
た
知

識
を
社
会
に
還
元
で
き
る
よ
う
な
こ
と
に
挑
戦
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

将
来
は
、
次
の
世
代
に
恥
じ
な
い
よ
う
な 

技
術
者
を
目
指
し
た
い
で
す

　
子
供
の
頃
か
ら
モ
ノ
づ
く
り
が
好
き
で
、
大
学
は

機
械
工
学
科
に
入
学
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
加
工
機

械
を
使
っ
た
室
内
作
業
が
性
に
合
わ
ず
、
２
年
で
退

学
し
、
屋
外
で
の
モ
ノ
づ
く
り
が
学
べ
る
土
木
工
学

科
に
再
入
学
し
ま
し
た
。

　
水
理
学
は
、
土
木
工
学
の
中
で
も
構
造
力
学
や
地

盤
力
学
と
比
べ
て
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
解
明
さ
れ
て
い

な
い
事
象
が
多
く
、
そ
れ
に
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
す
。

大
規
模
な
水
災
害
が
頻
発
し
て
い
る
今
、
社
会
的
に

も
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、
将
来
的
に
も
役
に
立
つ
学

問
だ
と
思
い
ま
す
。

　
卒
業
後
は
、
モ
ノ
づ
く
り
の
最
前
線
で
あ
る
ゼ
ネ

コ
ン
に
就
職
し
ま
す
。
ゆ
く
ゆ
く
は
、
安
田
研
究
室

で
身
に
付
け
た
河
川
整
備
に
関
す
る
知
識
を
基
に
、

現
場
で
多
く
の
経
験
を
積
ん
で
、
自
ら
の
手
で
設
計

し
た
治
水
事
業
の
施
工
に
携
わ
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。宇宙線ミュオンを用いた

河川堤防の透視技術の開発
河道と氾濫原は堤防により区切られており、堤防までも研
究対象とすることで初めて河川の信頼性が向上します。し
かし現状では、堤防内部の空洞や増水による堤体の水分量
の偏在などの堤体内部の健全性を実測する手法は未確立で
す。このため、素粒子ミュオンを用いて実物の堤防での内
部変状を把握する手法を研究します。（名古屋大学の森島
邦博准教授と異分野融合型の研究体制で実施）

３

１河川の能動的な制御手法の開発
河道の安定性が期待できる自発的な断面形状の制御への応用を考え、その断面
形状が、①洪水流を断面中央で安全に流下させられ、②洪水時に変形が少ない
安定性の高い河道形状とでき、③安価な費用で施工や維持ができ、さらに、④
治水と同時に自然環境を保全できること、を明らかとする研究を行います。
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